ランダム磁場Ising模型のダイナミクスからの展開 (集団ダイナミクスに現れる時空間パターンの数理) by 太田, 洋輝
Titleランダム磁場Ising模型のダイナミクスからの展開 (集団ダイナミクスに現れる時空間パターンの数理)
Author(s)太田, 洋輝











Division of Physics and Astronomy, Kyoto University
1. ランダム磁場Ising模型のダイナミクス





































に、ある \mathrm{R}_{\mathrm{c}} があって、それより \mathrm{R} が小さい領域では、 \mathrm{H} を十分小さいところか
ら十分遅く増やしていく と、 \mathrm{H}_{\mathrm{c}} (デピニング点)で平坦な界面 (界面の磁化は不連
続な変化)が成長し始める。 \mathrm{R} が \mathrm{R}_{\mathrm{c}} より大きい場合は、 \mathrm{H}_{\mathrm{c}} でまばらな界面(界面
の磁化は連続に変化)が成長し始める。初期に任意の \mathrm{H} に固定した場合のダイナ











Hc(スピノダル点) はご’ ドロップレッ ト”がない場合の初期条件に比べ小さくなり、
結果として Hc(R) は \mathrm{R} の単調増加関数になることが示唆されている。これはむ




ト” に起因するデピニング転移のスケーリング則 [9] と密接に関わり、さらには真
性特異点を持つ Griffiths特異性[10] と似た振る舞いを見せるということである。
実は、スピノダル転移は、”ガラス転移” を示す特別な系において、高温から温
度を下げていった時の一番初めに出会う特異性の一つ (いわゆる MCT 転移) と
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